
中
国
の
生
活
ご
み
処
理
の
現
状
と
ご
み
処
理
有
料
化
政
策

｜
遼
寧
省
・
大
連
市
を
事
例
に
｜

尹

秀
麗

は
じ
め
に

中
国
の
都
市
部
で
は
ご
み
処
理
は
埋
立
法
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
都
市
化
の
進
行
及
び
都
市
人

口
の
増
加
に
よ
り
、
処
分
量
が
排
出
量
に
追
い
つ
か
な
い
た
め
、
全
国
六
六
一
都
市
の
三
分
の
二
は
「
ご
み
に
囲
ま
れ
て
い
る
」
と

報
告
さ
れ
て

１
）

い
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
日
本
の
自
治
体
の
よ
う
に
、
既
存
最
終
処
分
場
の
ひ
っ
迫
や
新
規
の
立
地
が
困
難
な
状
態
に

直
面
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
態
を
打
開
す
る
た
め
、
大
連
市
な
ど
東
部
沿
海
都
市
で
は
ご
み
の
焼
却
処
理
や
ご
み
処
理
の
有
料
化

を
導
入
し
よ
う
と
す
る
論
調
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
中
国
の
よ
う
に
、
ご
み
の
分
別
収
集
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法
律
の
不
備
と
い
う
状
況
の
下
で
、
こ
う
し
た
対
策
の
有
効
性
は
現
状
に
即
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
国
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
研
究
は
、
処
理
法
を
対
象
に
し
た
工
学
系
の
論
文
、
或
い
は
経
済
学
の

２
）

論
文
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
一
つ
の
都
市
の
現
状
に
即
し
て
処
理
政
策
の
妥
当
性
を
綿
密
に
分
析
す
る
論
文
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
日

本
で
刊
行
さ
れ
た
中
国
の
都
市
生
活
ご
み
処
理
に
関
す
る
研
究
は
、
地
方
都
市
よ
り
上

３
）

海
市
や

４
）

全
国
の
廃
棄
物
処
理
事
情
を
と
り
挙
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げ
る
論
文
が
中
心
で
、
こ
れ
ら
の
論
文
は
ご
み
処
理
の
現
状
紹
介
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
く
、
新
し
い
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
の
検

討
は
数
少
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
経
済
発
展
の
レ
ベ
ル
が
上
海
や
北
京
な
ど
の
大
都
市
よ
り
劣
っ
て
い
る
も
の
の
、
都
市
環
境

の
整
備
に
お
い
て
よ
い

５
）

成
績
を
収
め
た
と
い
わ
れ
る
大
連
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
ご

み
処
理
政
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
か
検
討
す
る
。
発
展
途
上
国
の
都
市
と
し
て
、
ご
み
収
集
・
処
分
な
ど
に
お
い
て
大
連
市
は
他
の

中
国
都
市
と
の
間
で
も
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る

６
）

の
で
、
こ
の
事
例
の
分
析
か
ら
は
、
ほ
か
の
都
市
に
と
っ
て
も
多
く
の
示
唆
が
得

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
連
市
の
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は
、
主
要
市
部
の
方
が
周
辺
地
域
よ
り
も
進
ん
で
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
主
に
主
要
市

部
に
お
け
る
大
連
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
。
二
〇
〇
五
年
度
の
現
地
調
査
で
入
手
し
た
デ
ー
タ
を
主
な
資
料
と
し

て
、
新
聞
記
事
や
大
連
市
の
統
計
公
報
、
大
連
市
環
境
衛
生
管
理
処
（
以
下
、
環
衛
処
と
い
う
）
の
責
任
者
及
び
現
場
職
員
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
の
資
料
に
基
づ
き
分
析
す
る
。

一

大
連
市
の
概
況
及
び
主
要
経
済
指
標

大
連
市
は
中
国
の
北
東
及
び
環
渤
海
地
域
に
お
け
る
主
要
な
都
市
で
あ
る
。

一
）

概
況

◯一

行
政

７
）

区
画

現
在
、
大
連
市
の
管
轄
区
は
七
区

中
山
区
、
西
岡
区
、
沙
河
口
区
、
甘
井
子
区
、
旅
順
口
区
、
金
州
区
、
新
城
区
）、
三
市

県
ク

一橋社会科学 第４号 2008年６月

152



ラ
ス
）
普
蘭
店
市
、
瓦
房
店
市
、
庄
河
市
）、
一
県

長
海
県
）か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
都
市
部
の
ご
み
処
理
事
情
を
考
察

す
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
便
宜
上
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ

８
）

と
Ｂ
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ご
み
処
理
の
設
備
が

、

市
部
以
外
の
地
域

旅
順
口
区
・
金
州
区
・
新
市
部
）で
は
、
生
活
ご
み
に
関
す
る
デ
ー

タ
が
す
べ
て
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
要
市
部
を
主

な
考
察
の
対
象
と
す
る
。

◯二

面
積
及
び
人
口

大
連
市
の
面
積
は
一
二
五
七
三
・
八
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
〇
四
年

度
末
の
総
人
口
は
六
〇
一
・
五
万
人
で
あ
る
。
図
一
に
は
大
連
市
を
構
成
す
る

各
区
域
の
都
市
部
の
面
積
及
び
人
口
を
示

９
）

し
た
。

二
）

主
要
経
済
指
標

大
連
市
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
四
年
に
、
一
九
六
一
・
八
億
元

約
二
・
五
億
ド

ル
）に
達
し
、
前
年
度
よ
り
一
六
・
二
％
増
加
し
た
。
産
業
別
の
構
成
は
図
二
の

通
り
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
度
に
、
市
部
の
住
民
の
一
人
当
た
り
の
年
可
処
分
所
得
は
一
〇

三
七
八
元

約
一
二
八
一
ド
ル
）、
農
村
住
民
の
年
可
処
分
所
得
は
五
一
〇
六
元

で
あ
る
。
都
市
住
民
の
年
可
処
分
所
得
の
経
年
変
化
を
表
一
に
示
す
。

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
五
年
間
に
、
人
口
は
平
均
し
て
毎
年

出所：『大連市国民経済と社会発展統計公報2004年版』より、筆

者作成。

図１：大連市の都市部の面積及び人口分布(2004年度)
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出所：『大連市国民経済と社会発展公報(2004年版)』より、筆

者作成。

図２ 大連市 GDPの産業別構成

表１：大連市人口、都市住民人口・年可処分所得の経年変化

年度 総人口
(万人)

都市住民人口
(万人)

都市住民人口
指標
(1999年＝100)

都市住民１人
当たり年可処
分所得(元/人)

可処分所得
指標

(1999年＝100)

1999 545.3 269.7 100 6,274 100

2000 551.5 275.4 102.1 6,861 109.4

2001 554.6 280.2 103.9 7,418 118.2

2002 557.9 287.9 106.7 8,200 130.7

2003 560.2 297.5 １10.3 9,101 145.1

2004 561.6 312.3 115.8 10,378 165.4

備考：大連市ではA・Bブロック両方において、都市の戸籍を有する住民と農

村の戸籍を有する住民の両方が住んでいるので、表１はブロックごとに

分けておらず、大連市の都市の戸籍を有している人口を指す。

出所：『大連市国民経済と社会発展公報(1999年～2004年版)』より、筆者作成。
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三
％
と
い
う
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
て
お
り
、
年
可
処
分
所
得
も
五
年
間
に
、
平
均
し
て
年
間
九
・
四
％
増
加
し
て
い
る
。
一
般
的
に

い
え
ば
、
人
口
や
所
得
が
増
え
れ
ば
ご
み
の
総
量
が
増
加
す
る
の
で
、
生
活
ご
み
の
排
出
量
は
年
々
増
加
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二

大
連
市
の
ご
み
処
理

一
）

概
況

中
国
の
都
市
の
生
活
ご
み
は
日
本
の
一
般
廃
棄
物
に
相
当
す
る
が
、「
都
市
生
活
ご
み
管
理
弁
法
」（
中
華
人
民
共
和
国
建
設
部
令

第
二
七
号
、
一
九
九
三
年
九
月
一
日
に
施
行
）
に
よ
る
と
、
建
設
廃
棄
物
も
都
市
の
生
活
ご
み
に
入
っ
て
お
り
、
こ
の
点
が
日
本
と

は
異

10
）

な
る
。

但
し
、
二
〇
〇
七
年
四
月
二
八
日
中
華
人
民
共
和
国
建
設
部
令
第
一
五
七
号
と
し
て
出
さ
れ
た
改
正「
都
市
生
活
ご
み
管
理
弁
法
」

二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
施
行
）で
は
、
生
活
ご
み
の
定
義
が
削
除
さ
れ
た
。
改
正
「
弁
法
」
で
は
、
生
活
ご
み
の
処
理
有
料
化
や
分

別
収
集
及
び
ご
み
収
集
・
運
搬
の
委
託
企
業
に
つ
い
て
詳
し
く
定
め
ら
れ
て
い
る
。

大
連
市
で
は
、
都
市
区
域
の
拡
大
及
び
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
、
都
市
の
生
活
ご
み
の
発
生
量
が
年
毎
に
約
四
・

11
）

三
％
（
全
国
の

場
合
は
五
〜

12
）

八
％
）
と
い
う
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
処
理
施
設
の
立
ち
遅
れ
に
よ
っ
て
、
生
活
環
境
及
び
生
態
環

境
に
対
す
る
汚
染
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

◯一

管
理
体
制

中
国
で
は
都
市
の
生
活
ご
み
の
管
理
に
関
し
て
、「
都
市
生
活
ご
み
管
理
弁
法
」の
第
五
条
に
お
い
て「
国
務
院
建
設
主
管
部
門（
建

設
部
）
は
全
国
の
都
市
の
生
活
ご
み
の
処
理
を
管
理
し
、
省
、
自
治
区
の
人
民
政
府
建
設
主
管
部
門
は
当
行
政
管
轄
区
域
内
の
都
市
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の
生
活
ご
み
の
処
理
を
管
理
し
、
直
轄
市
、
市
及
び
県
人
民
政
府
建
設（
環
境
衛
生
）

主
管
部
門
は
当
行
政
管
轄
区
域
の
都
市
の
生
活
ご
み
の
処
理
を
管
理
す
る
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
大
連
市
で
は
、
大
連
市
都
市
建
設
管
理
局
が
都
市
の
環
境

衛
生
に
関
わ
る
行
政
主
管
部
門
で
、
都
市
建
設
管
理
局
に
所
属
す
る
市
の
環
衛
処
が

日
常
生
活
の
環
境
衛
生
を
担
当
し
、
都
市
の
環
境
衛
生
に
関
連
す
る
法
律
、
法
規
及

び
条
例
の
執
行
や
、
都
市
の
環
境
衛
生
に
対
し
て
の
規
画
・
指
導
及
び
監
督
・
監
査

等
を
行
う
。
ま
た
、
環
衛
処
は
主
要
市
部
の
四
区
、
旅
順
口
区
の
生
活
ご
み
を
は
じ

め
と
す
る
都
市
の
環
境
衛
生
管
理
も
行
っ
て
い
る
。
大
連
市
の
環
境
衛
生
に
関
わ
る

機
構
を
図
式
化
す
れ
ば
図
三
の
よ
う
に
な
る
。

◯二

職
員
構
成

二
〇
〇
四
年
現
在
、
大
連
市
主
要
市
部
及
び
旅
順
口
区
に
お
い
て
環
境
衛
生
事
業

に
従
事
す
る
職
員
は
五
六
六
七
人
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
事
務
職
員
・
管
理
者
及

び
技
術
者
が
三
〇
三
人
、
現
場
職
員
が
五
〇
五
三
人
で
、
残
り
は
臨
時
職
員
で
あ
る
。

平
均
し
て
一
人
の
職
員
が
約
三

13
）

九
〇
人
の
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な

る
。
ほ
か
の
地
域

新
市
部
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
）で
も
環
境
衛
生
に
関
わ
る
職
員
の

流
動
性
が
高
い
た
め
、
正
確
で
詳
細
な
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ

14
）

れ
る
。
全
体
か
ら
み
れ
ば
従
業
員
は
高
齢
化
の

傾
向
に
あ
り
、
専
門
技
術
者
が
足
り
な
い
こ
と
も
目

15
）

立
つ
。

出所：「大連市都市環境衛生施設管理弁法」(1998年７月２

日)、「都市生活ごみ管理弁法」(2007年４月28日、建設

部令第157号)より、筆者作成。

図３ 大連市都市衛生管理事業の機構図

156

一橋社会科学 第４号 2008年６月



二
）

ご
み
の
処
理
量

◯一

ご
み
の
排
出
量
、
運
搬
量
、
処
分
量

表
二
に
二
〇
〇
四
年
度
の
大
連
市
ご
み
の
排
出
量
、
運
搬
量

及
び
処
分
量
を
示
す
。
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
一
人
一
日
当
た
り
の

ご
み
の
平
均
排
出
量
は
一
一
〇
一
グ
ラ
ム
で
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
一
三
九
九
・
五
グ
ラ
ム
で
、
両
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
運
搬
量
と
処

分
量
は
一
致
し
て
い
る
。

一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
生
活
ご
み
の
運
搬
量

な
ど
の
経
年
変
化
を
表
三
に
示
し
た
。
表
三
で
示
し
た
デ
ー
タ

は
、
大
連
市
統
計
局
が
発
行
し
た
統
計
公
報
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
環
衛
処
が
市
統
計
局
に
報
告
し
た
数
値
は
、
新
年
度
の
予

算
を
確
保
す
る
た
め
前
年
度
の
数
値
を
あ
る
程
度
修
正
し
て
い

る
可
能
性
が

16
）

あ
る
。
本
稿
で
は
表
三
以
外
の
図
表
に
示
し
た

デ
ー
タ
は
、
焼
却
炉
を
建
て
る
た
め
、
国
家
助
成
金
を
申
請
す

る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
、
二
〇
〇

五
年
九
月
に
筆
者
が
行
な
っ
た
現
地
調
査
の
際
に
入
手
し
た
内

部
資
料
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
統
計
公
報
の
デ
ー
タ
よ

り
信
頼
度
が
高
い
と
さ
れ
て

17
）

い
る
。

表２ 大連市人口、ごみ排出量・運搬量及び処分量(2004年度)

区 域 人 口
(万人)

ごみ排出量
(万トン)

運搬量
(万トン)

処分量
(万トン)

排出量/人･
日(グラム)

Ａブロ

ック

主要市部 208 83.5 61.0 61.0 1099.8

旅順口区 13 5.2 3.8 3.8 1095.9

金 州 区 30 12.1 8.8 8.8 1105.0

新 市 部 35 14.1 10.2 10.2 1103.7

Ｂブロ

ック

普蘭店市 20 10.2 8.0 8.0 1397.3

瓦房店市 32 16.4 12.9 12.9 1404.1

庄 河 市 20 10.2 8.0 8.0 1397.3

長 海 県 6 2.9 2.2 2.2 1324.2

備考：ごみ排出量の推計については、2004年５月から2005年４月までの間に大

連市環衛処が行ったごみ組成の調査から得たデータから推計したもので

ある。

出所：「大連市『十一五』都市生活ごみ無害化処理施設建設規劃（2006～2010

年度）」より筆者作成。
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◯二

考
察

大
連
市
で
は
経
済
発
展
の
度
合
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
設
備
や
住
民
の

生
活
レ
ベ
ル
・
生
活
様
式
等
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
生
活

ご
み
の
排
出
量
、
運
搬
量
及
び
処
分
量
に
は
地
域
ご
と
に
相
違
点
が
存

在
す
る
。
一
般
的
に
言
え
ば
、
所
得
が
増
え
れ
ば
廃
棄
物
の
総
量
が
増

加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
大
連
市
で
も
確
認
で
き

る
は
ず
で
あ
る
の
だ
が
、
表
二
を
み
る
と
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
し
て
所

得
が
低
い
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
一
人
一
日
当
た
り
の
排
出
量
が
多
く
、
一

般
的
な
傾
向
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
差
は
都
市
ガ
ス
の
普
及
率

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
関
わ
っ
て
い
る
。
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ガ
ス
の
普

及
率
が
九
〇
％
に
達
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
域
で

は
都
市
ガ
ス
の
普
及
率
が
低
い
た
め
、
暖
房
や
炊
事
に
石
炭
や
木
材
が

多
く
使
わ
れ
て
お
り
灰
分
が
多
い
こ
と
が
ご
み
の
発
生
量
の
多
い
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
現
在
、
大
連
市
の
生
活
ご
み
の
排
出
量
は
運
搬
量
及
び
処
分
量
と
の
間
に
は
差
が
あ
る
。
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
最
終
処

分
量
は
ご
み
の
排
出
量
の
七
三
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
生
活
ご
み
の
最
終
処
分
量
は
排
出
量
の
約
七
八
％

を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
ご
み
の
最
終
処
分
場
で
は
ス
カ
ベ
ン
ジ

18
）

ャ
ー
が
存
在
す
る
た
め
、
運
搬
量
は
最
終
処

分
量
と
も
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
表
二
に
お
い
て
示
し
た
デ
ー
タ
は
運
搬
車
の
積
載
ト
ン
数
に
基
づ
き
統
計
さ
れ
て
お

り
、
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
の
存
在
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
最
終
処
分
量
は
多
め
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
最
終
処
分
場

表３ 大連市の生活ごみ収集車、運搬量、処分

量の経年変化（1993～2000年度）

年度 ごみ収集車
(台)

運搬量
(万トン)

処分量
(万トン)

1993 325 63 63

1994 325 67 67

1995 337 77 77

1996 375 79 79

1997 364 93 93

1998 390 83 83

1999 380 89 89

2000 344 90 90

出所：『大連市国民経済と社会発展統計公報』

(1994～2001年版)より筆者作成。
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で
は
行
政
当
局
は
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
を
黙
認
す
る
こ
と
は
、
大
連
市
の
特
有
の
現
象
で
は
な
く
、
他
の
中
国
都
市
で
も
良
く
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
出
稼
ぎ
労
働
者
か
ら
構
成
さ
れ
た
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
人
員
流
動
が
極
め
て
早
い
た
め
、
大
連
市
で
は
今
ま
で
ス

カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
の
統
計
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
そ
の
ゆ
え
に
、
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
は
大
連
市
の
ご
み
処
理
に
対
し
て
、
特

に
資
源
物
の
回
収
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
行
政
当
局
は
ま
っ
た
く
把
握
で
き
て
い

19
）

な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
政
策
を
整
備
す
る
際
に
、
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
の
役
割
が
看
過
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、大
連
市
で
は
ご
み
の
処
理
量
は
、﹇
各
家
庭
か
ら
の
生
活
ご
み
の
総
排
出
量
﹈＞

﹇
収
集
車
の
総
運
搬
量
﹈＞

﹇
処
分
場
で
の
最
終
処
分
量
﹈
と
い
う
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

各
家
庭
か
ら
の
生
活
ご
み
の
総
排
出
量
が
収
集
車
の
総
運
搬
量
よ
り
も
大
き
い
の
は
、
生
活
ご
み
を
排
出
さ
れ
る
段
階
で
、
資
源

物

古
紙
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）が
、
利
益
目
的
の
た
め
排
出
者
ま
た
は
ご
み
箱
を
漁
る
人
た
ち
（
出
稼
ぎ
労
働
者
、
無
職
都
市

住
民
な
ど
）
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
環
衛
処
の
関
係
者
は
こ
う
し
た
行
為
を
「
資
源
化
利
用
」、
或
い
は
「
初
期
段

階
の
分

20
）

別
」
と
表
現
し
、基
本
的
に
ご
み
の
中
の
利
用
可
能
な
資
源
の
回
収
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。し
か
し
張
の

21
）

研
究

に
よ
る
と
、最
終
処
分
さ
れ
た
ご
み
の
う
ち
、利
用
可
能
な
資
源
は
二
〇
％
程
度
で
、そ
の
う
ち
、ゴ
ム
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
六
〜
九
％

で
、
古
紙
類
は
四
〜
六
％
で
、
廃
金
属
や
古
繊
維
及
び
ガ
ラ
ス
も
大
量
に
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
収
集
車
の
総
運
搬
量
が
処
分
場
で
の
最
終
処
分
量
よ
り
も
大
き
い
の
は
、
ご
み
収
集
車
の
車
種
の
違
い
が
原
因
で
あ
る
。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
普
及
し
て
い
る
密
閉
式
パ
ッ
カ
ー
車
は
、
収
集
し
た
ご
み
を
圧
縮
で
き
る
の
で
、
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
を
減
少
さ

せ
る
効
果
が
大
き
い
。
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三
）

生
活
ご
み
の
物
理
組
成

◯一

大
連
市
の
生
活
ご
み
の
物
理
組
成

二
〇
〇
四
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
四
月
の
間
に
、
環
衛
処
は
月
に
二
回
、
計
二
四
回
に
わ
た
っ
て
ご
み
組
成
の
調
査
を
行
っ
た
。

ご
み
組
成
を
調
査
す
る
場
合
、
通
常
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
一
つ
は
ご
み
を
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
組
成
ご
と
に
重
量
を
測
定
す
る
方

法
（
乾
ベ
ー
ス
）
で
、
も
う
一
つ
は
排
出
さ
れ
た
ま
ま
の
水
分
を
含
ん
だ
状
態
で
測
定
す
る
方
法
（
湿
ベ
ー
ス
）
で
あ
る
。
環
衛
処

が
行
な
っ
た
調
査
は
湿
ベ
ー
ス
で
ご
み
の
組
成
を
調
査
・
分
析
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
調
査
結
果
は
、
次
の
表
四
及
び
表
五
に
示
し

た
通
り
で
あ
る
。

◯二

上
海
市
の
生
活
ご
み
の
物
理
組
成

大
連
市
の
ご
み
組
成
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
上
海
市
の
生
活
ご
み
の
物
理
組
成
（
二
〇
〇
一
年
度
）
と
比
較
す
る
。

◯三

日
本
自
治
体
の
生
活
ご
み
の
物
理
組
成

生
活
ご
み
の
物
理
組
成
に
つ
い
て
、日
本
の
都
市
と
比
べ
る
と
、発
展
途
上
に
あ
る
中
国
の
都
市
の
生
活
ご
み
の
性
格
が
一
層
は
っ

き
り
と
見
え
て
く
る
。
表
七
は
、
二
〇
〇
三
年
度
、
多
摩
地
域
の
ご
み
組
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

◯四

考
察

大
連
市
の
場
合
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の
生
活
ご
み
の
う
ち
、
紙
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
資
源
物
が
、
平
均
し
て
全
体
の
三
〇
％
程
度

を
占
め
て
い
る
。
処
分
量
が
排
出
量
の
七
〇
％
ぐ
ら
い
に
当
る
理
由
と
し
て
、
資
源
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
上
述
の
推
測

は
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
九
九
〇
年
の

22
）

調
査
に
比
べ
る
と
、
厨
芥
類
は
六
六
％
か
ら
三
七
％
ま
で
下
が
っ
て
い
る
が
、
一
方
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
二
・
八
％
か
ら
一
八
・
九
％
ま
で
上
が
っ
て
お
り
、
古
紙
類
は
四
・
一
七
％
か
ら
八
・
五
六
％
ま
で
上
が
っ
て
い

る
。
経
済
の
発
展
に
応
じ
て
、
ラ
イ
フ
ス
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
っ
て
生
活
ご
み
の
組
成
に
は
容
器
包
装
廃
棄
物
の
割
合
が
上
昇
し
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表５ 生活ごみ物理組成Ⅱ（％）

内訳 無機物質 資源物

地区
レンガ、陶
磁器など 貝類 プラスチ

ック、ゴム 繊維 ガラス 金属 紙類

Ａブロ

ック

主要市部 1.26 4.33 18.91 2.16 5.23 0.65 8.56

旅順口区 1.96 4.88 13.62 2.00 4.79 0.49 5.12

金 州 区 2.49 3.55 12.34 2.58 5.23 0.59 4.36

新 市 部 0.88 3.20 22.34 3.31 3.58 0.98 10.03

Ｂブロ

ック

普蘭店市 6.22 4.66 7.81 1.22 3.11 0.97 5.39

瓦房店市 6.38 4.96 9.30 2.05 3.17 0.73 5.14

庄 河 市 8.99 6.83 8.27 1.69 3.01 0.09 4.22

長 海 県 9.91 7.00 6.66 1.71 2.73 0.22 4.27

平 均 4.76 4.93 12.41 2.09 3.86 0.59 5.89

出所：表４に同じ。

表４ 生活ごみ物理組成Ⅰ（％）

区域
類別 生ごみ 無機物質 資源物 有害ごみ 混合ごみ 含水率

Ａブロ

ック

主要市部 37.36 5.59 34.80 0.23 21.30 57.27

旅順口区 41.38 6.84 26.02 0.16 25.60 56.39

金 州 区 40.37 6.04 25.08 0.39 28.12 54.91

新 市 部 33.46 4.07 40.25 0.28 21.94 52.33

Ｂブロ

ック

普蘭店市 42.31 10.88 18.50 0.09 28.22 50.97

瓦房店市 41.69 11.34 20.39 0.31 26.27 52.14

庄 河 市 42.17 15.82 17.28 0.78 23.95 51.66

長 海 県 43.57 16.91 15.59 1.88 22.04 50.52

平 均 40.29 9.69 24.74 0.52 24.68 53.27

備考：数値データは、その算出に当たり、小数点第３位を四捨五入しているた

め、物理組成についての各内訳合計数値が100％でない場合がある。出

所：「大連市『十一五』都市生活ごみ無害化処理施設建設規劃2006～2010

年度）」、９頁参照、筆者作成。
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て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
大
連
市
で
は
ご
み
処

理
政
策
を
整
備
す
る
際
に
は
、
容
器
包
装
廃
棄
物
の
問
題
を

視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
石
炭
の
燃
え
カ
ス
等
の
無
機
物

質
の
比
率
が

23
）

高
い
。こ
う
し
た
特
徴
は
主
に
、二
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
所
得
格
差
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

生
ご
み
に
つ
い
て
は
、
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
平
均
し
て

生
ご
み
は
四
〇
・
二
九
％
で
ご
み
総
量
の
半
分
近
く
を
占
め

て
い
る
。
よ
っ
て
、
生
ご
み
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
を
新
し
い
対

策
と
し
て
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
生
産
し
た
良
質
な

堆
肥
は
大
連
の
農
業
振
興
や
土
壌
改
良
な
ど
に
一
役
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う

生
活
ご
み
の
含
水
量
が
両
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
平
均
し
て
五

三
・
二
八
％
に
達
す
る
。
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
そ
の
平
均
値
が

五
五
・
二
三
％
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
平
均
値
は
五
一
・
三
二
で

あ
る
。
一
方
、
表
四
、
表
五
か
ら
推
算

24
）

す
る
と
、
発
熱
量
に

つ
い
て
は
、
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
平
均
値
が
そ
れ
ぞ
れ
四

五
七
六
・
四
一
kj
╱
㎏
、
三
一
七
二
kj
╱
㎏
で
あ
る
。
こ
の

表６ 上海市の生活ごみの物理組成(％)

有機物質 資源物 無機物質 その他

生ごみ内訳
紙類 廃プラ

など 繊維 金属 ガラ
ス

レンガ
など

竹・
木材厨芥 果物皮

など

数値 55.47 14.49 8.20 12.09 2.38 0.61 4.03 1.47 1.26

合計 69.96 27.31 1.47 1.26

出所：『上海市環境年鑑2002』、42～43頁参照、筆者作成。

表７ 日本の多摩地域のごみ物理組成（％）

生ごみ 資源物 無機物質 その他

内訳
厨芥 紙類 廃プラ

など 繊維 金属 ガラス 土砂・
陶磁器 その他 木・草

など

数値 14.5 43.2 21.1 5.7 1.0 0.2 0.5 1.7 12.1

合計 14.5 71.2 2.2 12.1

出所：財団法人、東京市町村自治調査会『多摩地域ごみ実態調査（2003年度）』、

15頁より、筆者作成。
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よ
う
に
大
連
市
の
生
活
ご
み
に
は
「
高
水
分
・
低
カ
ロ
リ
ー
」
と
い
う
性
格
が
あ
る
。

し
か
し
、
ご
み
の
焼
却
処
理
に
は
少
な
く
と
も
五
〇
〇
〇
kj
╱
㎏
に
達
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ

25
）

れ
る
。
中
国
建
設
部
統
計
年
報

に
よ
る
と
、
中
国
の
都
市
の
生
活
ご
み
は
発
熱
量
が
低
く
、
灰
分
が
多
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
ご
み
の
焼
却
処
理
を
行
う
と
き
に
、

石
炭
を
混
ぜ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て

26
）

い
る
。

次
に
、
上
海
市
と
の
比
較
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
地
理
条
件
や
気
候
な
ど
の
関
係
に
よ
り
、
大
連
市
で
は
九
・
六
九
％
を
占
め
る

無
機
物
質
（
石
炭
燃
え
カ
ス
な
ど
）
は
、
上
海
市
の
ご
み
組
成
の
一
・
四
七
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
海
市

で
は
生
ご
み
は
全
体
の
七
割
程
度
を
占
め
て
い
た
が
、
大
連
市
は
四
割
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
表
四
と
表
六
に
よ
っ
て
資
源
物

の
割
合
を
比
べ
る
と
、
二
〇
〇
一
年
度
の
上
海
市
に
お
け
る
資
源
物
の
割
合
は
二
〇
〇
四
年
度
の
大
連
市
よ
り
二
・
六
％
ほ
ど
大
き

い
。日

本
の
都
市
の
生
活
ご
み
で
は
資
源
物
が
七
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
大
連
市
・
上
海
市
な
ど
の
資
源
物
は
日
本
の
場
合
の
三
分

の
一
程
度
に
し
か
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
中
国
で
は
生
活
ご
み
の
大
半
を
占
め
て
い
る
生
ご
み
類
は
日
本
で
は
一
五
％
程
度
で
あ
る
。

日
本
の
都
市
に
比
べ
る
と
、
上
海
市
で
も
大
連
市
で
も
生
ご
み
が
極
め
て
多
く
、
紙
類
な
ど
の
資
源
物
の
割
合
が
小
さ
い
と
い
う
状

況
に
あ
る
。
今
後
大
連
市
で
は
ご
み
処
理
の
一
手
段
と
し
て
登
場
し
て
く
る
焼
却
処
理
は
こ
う
し
た
ご
み
の
性
格
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

四
）

大
連
市
の
生
活
ご
み
収
集
・
運
搬
シ
ス
テ
ム

◯一

収
集
方
式

環
衛
処
Ｌ
課
長

氏
は
大
連
市
の
ご
み
処
理
に
二
〇
年
以
上
携
わ
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
）に
対
し
て
行
な
っ
た
、
大
連
市
の
ご
み
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収
集
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
大
連
市
で
は
「
生
活
ご
み
用
」
と
い
う
文
字
入
り
の
黒
い
ご

み
袋
を
利
用
し
て
お
り
、
収
集
し
た
ご
み
は
密
閉
式
パ
ッ
カ
ー
車
で
運
搬
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み
の
袋
装
化
（
ご
み
を
袋
に
入

れ
る
こ
と
）
が
普
及
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

一
九
九
五
年
ま
で
、
大
連
市
で
は
ご
み
収
集
方
式
は
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
収
集
で
、
こ
の
方
式
は
二
四
時
間
い
つ
で
も
ご
み
の
投
入

が
可
能
で
あ
る
た
め
、
住
民
に
支
持
さ
れ
て
い
た
。
歩
道
脇
や
そ
の
他
適
当
な
場
所
に
鉄
製
の
大
型
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

一
九
七
〇
年
代
の
東
京
多
摩
地
域
な
ど
の
施
策
と
重
な
る
。
し
か
し
、
当
時
の
大
連
市
で
は
ご
み
収
集
作
業
は
基
本
的
に
作
業
員
の

手
作
業
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
お
り
、
作
業
員
は
毎
日
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
過
酷
な
作
業
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
九

九
五
年
に
収
集
方
式
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
大
連
市
沙
河
口
区
星
海
街
道
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
五
〇
〇
戸
住
民
を
対
象
に
ご
み
の
袋
装
化
に
関
す
る
実
験
的
な
取
り

組
み
が
開
始
さ
れ
た
。
各
家
庭
で
住
民
は
排
出
し
た
ご
み
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
環
境
衛
生
部
門
の
職
員
が
戸
別
に
指
定
時
間
帯

に
毎
日
収
集
を
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
衛
生
面
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
作
業
員
に
と
っ
て
も
作
業
が
比
較
的
楽

に
な
り
、
能
率
も
上
が
る
こ
と
に
な

27
）

っ
た
。
一
九
九
六
年
中
に
、
収
集
方
式
の
切
り
替
え
が
市
内
全
域
に
拡
大
し
た
。
一
九
九
八
年

に
は
、
大
連
市
主
要
市
部
全
域
で
ご
み
の
袋
収
集
が
完
全
実
施
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
配
置
さ
れ
て
い
た
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
が
全

て
撤
去
さ
れ
た
。

ご
み
袋
は
、
一
〇
世
帯
ご
と
に
一
日
当
り
一
枚
が
市
環
衛
処
か
ら
各
区
環
衛
処
に
配
ら
れ
て
い
る
。
費
用
連
合
徴
収
所
（
ガ
ス
・

電
気
・
水
道
及
び
衛
生
費
を
共
同
で
徴
収
す
る
場
所
）
の
統
計
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
約
六
九
万
世
帯
な
の

で
、
一
世
帯
の
人
数
を
三
人
と
仮
定
す
る
と
、
流
動
人
口
の
要
素
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
際
に
は
二
〇
七
万
人
以
上
が
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
こ
と
に

28
）

な
る
。
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◯二

収
集
状
況

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
来
、
大
連
市
で
は
ご
み
収
集
方
式
が
大
規
模
に
変
更
・
改
善
さ
れ
、
約
一
〇
年
間
の
努
力
を
重
ね
た
結
果
、

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ご
み
の
袋
装
化
や
密
閉
式
パ
ッ
カ
ー
車
が
普
及
し
、
指
定
さ
れ
た
時
間
と
場
所
に
排
出
・
収
集
が
行
な
わ
れ
る
形

態
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
収
集
シ
ス
テ
ム
も
改
善
が
図
ら
れ
、
露
天
野
積
や
馬
車
搬
送
の
形
態
か
ら
、

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
小
型
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
に
転
換
さ
れ
て
き
て
い
る
。

◯三

ご
み
の
分
別
収
集

ご
み
分
別
に
つ
い
て
は
、
大
連
市
で
は
環
衛
処
が
実
験
的
に
取
組
ん
だ
こ
と
が

29
）

あ
る
が
、
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
し

い
考
察
は
不
可
能
で
あ
る
。
大
連
市
で
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
繁
華
街
、
公
園
な
ど
に
八
〇
〇
余
り
の
ご
み
分
別
箱
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
一
つ
の
ご
み
箱
に
は
「
回
収
可
能
」、「
回
収
不
可
能
」
の
二
種
類
の
投
入
口
が
あ
る
。
ご
み
分
別
を
促
進
す
る
た
め
、
環
衛
処

は
図
解
で
分
別
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
大
量
の
資
金
を
投
入
し
て

30
）

い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
投
入
さ
れ
た
ご
み
は
ほ
と
ん
ど
分
別
さ

れ
て
お
ら
ず
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
四
年
程
度
の
分
別
実
験
は
失
敗
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
に
な
っ
た

理
由
は
、
以
下
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

一
点
目
は
、
住
民
の
分
別
意
識
が
低
い
、
環
衛
処
の
行
な
っ
た
宣
伝
教
育
効
果
を
見
せ
な
か
っ
た
、
或
い
は
宣
伝
活
動
は
表
だ
け

に
留
ま
っ
て
住
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。公
園
な
ど
の
公
共
場
所
で
の
ご
み
分
別
に
つ
い
て
、

大
連
市
は
有
名
な
観
光
都
市
と
し
て
毎
年
大
勢
の
観
光
客
が
全
国
か
ら
訪
れ
て
お
り
、
観
光
客
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
。
二
点
目
の
理
由
と
し
て
は
、
ご
み
処
理
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
分
別
収
集
・
運
搬
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
分
別
を
行
な
っ
て
も
、
最
終
処
理
す
る
際
に
ま
た
混
合
さ
れ
、
分
別
の
意
味
は
な
く
な
る
。
し
か
し
「
分

け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
よ
う
に
、
大
連
市
の
ご
み
処
理
に
お
い
て
も
、
ま
ず
、
生
活
ご
み
の
分
別
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を
徹
底
し
、
資
源
化
に
取
組
む
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ご
み
収
集
の
後

に
も
、
安
価
な
労
働
力
の
資
源
を
活
か
し
て
、
更
に
細
か
い
分
別
へ
の
取
り
組
み
も
必
要
と
な
ろ
う
。

◯四

生
活
ご
み
の
処
理
プ
ロ
セ
ス

一
九
八
九
年
一
月
ま
で
、
主
要
市
部
で
発
生
し
た
生
活
ご
み
は
星
海
湾
の
埋
立
場
で
直
接
処
分
さ
れ

て
い
た
。
同
年
二
月
一
日
に
毛

子
ご
み
埋
立
場
の
本
格
的
な
利
用
が
始
ま
り
、主
要
市
部
の
生
活
ご
み

は
梭
魚
湾
に
あ
る
中
継
（
積
み
替
え
）ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
由
し
、
毛

子
埋
立
場
ま
で
運
搬
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
一
九
九
七
年
末
か
ら
は
主
要
市
部
で
は
ご
み
の
袋
装
化
及
び
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入

に
よ
り
、
梭
魚
湾
の
中
継
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
閉
鎖
さ
れ
、
ご
み
の
収
集
、
運
搬
は
主
に
積
載
量
八
ト
ン

の
密
閉
式
パ
ッ
カ
ー
車
で
毛

子
ま
で
直
接
運
搬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
収
集
・
運
搬
シ
ス
テ
ム
は
図

四
の
よ
う
に
な
る
。

図
四
で
見
る
よ
う
に
、
大
連
市
の
ご
み
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
は
上
海
市
（
図
五
）
に
比
べ
て
き
わ
め
て

シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
海
市
で
は
最
終
処
分
場
の
場
所
に
よ
り
、
ご
み
の
発
生
源
か
ら
最
終

処
分
場
ま
で
の
運
搬
ル
ー
ト
は
二
つ
に
分
か
れ
、
一
つ
は
陸
路
で
、
も
う
一
つ
は
水
路
と
な
っ
て
い
る
。

大
連
市
で
は
最
終
処
分
場
ま
で
の
距
離
も
短
い
た
め
、
二
次
汚
染
が
あ
る
程
度
避
け
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

五
）

生
活
ご
み
の
埋
立
場
（
最
終
処
分
場
）

生
活
ご
み
の
埋
立
場
に
つ
い
て
、
現
在
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の
三
ヶ
所（
毛

子
生
活
ご
み
埋
立
場
、
旅
順
口

図４ 大連市の生活ごみ処理のプロセス
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小
老
虎
溝
、
及
び
金
州
西
海
）

は
海
岸
に
位
置
し
て
い
る
。

三
ヶ
所
埋
立
場
の
建
設
当
時
、

国
家
が
定
め
た
衛
生
埋
立
処
理

技
術
の
規
準
が
制
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た

31
）

た
め
、
処
理
能
力
が

低
い
。
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
ご
み

処
理
に
は
簡
易
埋
立
が
主
要
な

方
式
で
、
埋
立
場
も
国
家
の
基

準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
管
理

も
粗
雑
で
あ
る
。用
地
面
積
や
、

埋
立
可
能
な
容
量
及
び
使
用
年

限
な
ど
に
関
す
る
正
確
な
デ
ー

タ
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な

実
態
に
あ
る
。
上
記
の
表
の
よ

う
に
、
大
連
市
に
は
三
ヶ
所
の

埋
立
場
は
全
て
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

出所：徐建華・黄暁晶「上海城市生活 循環利用分析研究」（「上海市の生

活ごみの循環利用について分析研究」）『能源研究与信息』、2005年、

第23巻、第３期、127頁参照、筆者作成。

図５ 上海市の生活ごみ処理プロセス

表８ 生活ごみの埋立場の一覧表（2005年度現在）

名 称 所属ブ
ロック

用地面
積(㎢) 埋立方式 埋立深度

(m)
埋立量
(万トン)

使用年限
(年)

毛 子ごみ埋立
場

Ａブロ
ック 0.8 准衛生埋立 4～35 1638.7 17(閉鎖)

旅順口小老虎溝
埋立場

Ａブロ
ック n.a. 簡易埋立 n.a.

金州ごみ埋立場 Ａブロ
ック 1.5 簡易埋立 3～5 2,000 50

備考：Bブロックの普蘭店市、瓦房店市、庄河市及び長海県は標準的な埋立

場を持たないため、用地面積及び埋立容量が推測できない。

n.a.＝not available、出所：表４に同じ。
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で
あ
る
。
但
し
、
毛

子
生
活
ご
み
埋
立
場
の
以
外
の
二
ヶ
所
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
主
に
毛

子
最
終
処
分
場
を
考
察
対
象
と
す
る
。

◯一

毛

子
埋
立
場

毛

子
埋
立
場
は
一
九
八
三
年
に
遼
寧
省
環
境
保
護
庁
か
ら
許
可
を
受
け
、
大
連
市
の
主
要
な
最
終
処
分
場
と
し
て
一
九
八
九
年

か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
た
。
当
時
設
定
さ
れ
た
利
用
年
限
は
約
一
七
年
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
ご
み
の
排
出
量
が

増
え
続
け
、
減
量
化
な
ど
の
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
五
年
度
に
は
す
で
に
満
杯
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
連
市

で
の
唯
一
の
最
終
処
分
場
で
あ
る
た
め
、
そ
の
後
も
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

毛

子
埋
立
場
は
、
市
の
中
心
地
域
か
ら
約
三
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
金
州
区
南
西
の
海
岸
に
位
置
し
て
お
り
、用
地
面
積

は
〇
・
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
埋
立
面
積
は
〇
・
七
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
一
九
九
九
年
ま
で
で
簡
易
埋
立
方
式
で
〇
・
五

二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
埋
立
が
終
了
し
、
高
さ
は
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
末
、
大
連
市
は
約
三
億
元
を
投
入
し
、
残
り
の
〇
・
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
埋
立
場
を
改
造
し
た
。
汚
水
排
出
及

び
メ
タ
ン
ガ
ス
回
収
施
設
が
増
設
さ
れ
、
大
部
分
の
機
械
設
備
の
更
新
が
行
な
わ
れ
た
。
埋
立
能
力
は
一
日
当
り
一
八
〇
〇
ト
ン
で
、

埋
立
総
容
量
は
五
一
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
埋
立
高
度
は
三
五
メ
ー
ト
ル
、
利
用
年
限
は
七
・
三
二
年
間
と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
七

月
末
に
主
要
工
事
は
竣
工
し
た
。

現
在
、
毛

子
埋
立
場
で
は
一
日
当
り
約
二
四
五
〇
ト
ン
の
ご
み
が
処
理
さ
れ
て
い
る
。こ
の
う
ち
主
要
市
部
の
生
活
ご
み
は
約
一

六
〇
〇
ト
ン
、
新
市
部
の
生
活
ご
み
は
一
五
〇
ト
ン
、
建
設
廃
棄
物
は
七
〇
〇
ト
ン
で
あ
る
。
埋
立
容
量
は
三
五
〇
万
立
方
メ
ー
ト

ル
に
達
し
、
予
定
容
量
の
七
〇
％
が
す
で
に
埋
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
瀋
大

瀋
陽
〜
大
連
）高
速
道
路
と
土
羊
高
速
道
路
と
の
接
続

工
事
に
よ
り
新
埋
立
区
域
の
約
五
分
の
一
の
土
地
が
使
用
さ
れ
た
た
め
、
残
り
の
容
量
は
約
五
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
焼
却
処
分
場
の
建
設
に
は
目
処
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
、
大
連
市
政
府
は
六
七
〇
〇
万
元
の
資
金

を
投
入
し
、
毛

子
最
終
処
分
場
の
西
側
に
新
し
い
最
終
処
分
場
を
建
設
し
た
。
埋
立
面
積
は
二
三
・
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
日
当

た
り
の
処
理
量
は
二
二
四
〇
ト
ン
で
、
そ
の
う
ち
生
活
ご
み
は
一
六
四
〇
ト
ン
、
建
設
廃
棄
物
は
六
〇
〇
ト
ン
で
あ
る
。
利
用
年
限

は
四
・
七
年
間
、
埋
立
高
度
は
二
二
メ
ー
ト
ル
で
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
か
ら
部
分
的
に
利
用
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
四
五
万
ト

ン
の
ご
み
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
の
処
分
場
は
「
応
急
処
分
場
」
で
は
あ
る
が
、
主
体
工
事
に
は
水
平
及
び
垂
直
両
方
か
ら
の
汚

水
漏
れ
の
防
止
工
事
や
、
汚
水
・
メ
タ
ン
ガ
ス
の
収
集
・
排
出
の
シ
ス
テ
ム
及
び
ほ
か
の
補
助
施
設
・
設
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
最
終
処
分
場
は
大
連
市
で
は
史
上
初
の
本
格
的
な
衛
生
埋
立
処
分
場
と
言
わ
れ
て

32
）

い
る
。

六
）

小
括

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
ご
み
袋
や
パ
ッ
カ
ー
車
の
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
次
汚
染
が
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
る
。
発
生
源
か
ら

ご
み
分
別
を
行
わ
な
い
た
め
、
最
終
処
分
に
は
多
大
の
人
員
及
び
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
一
方
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
収
集
・
運
搬
シ
ス

テ
ム
が
基
本
的
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
ご
み
処
理
に
つ
い
て
の
格
差
が
大
き
い
の
で
、
長

目
で
見
れ
ば
、
大
連
市
は
新
し
い
政
策
を
講
じ
る
場
合
、
そ
の
格
差
を
解
消
で
き
る
か
ど
う
か
は
政
策
の
実
効
性
に
か
か
っ
て
い
る
。

新
し
い
政
策
を
模
索
す
る
場
合
、
沿
海
都
市
と
し
て
の
大
連
市
で
は
最
終
処
分
場
の
新
規
立
地
が
極
め
て
困
難
な
た
め
、
ご
み
の
焼

却
処
理
や
ご
み
処
理
の
有
料
化
な
ど
、
新
た
な
対
策
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
導
入
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
従
来
の
租
税
で
賄

う
に
は
限
界
が
あ
り
、
技
術
の
改
善
や
設
備
の
更
新
に
支
障
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
間
資
金
や
外
国
資
本
の
活
用
が
解
決
の
一
つ

の
選
択
肢
と
な
ろ
う
。
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四

展
望

「
大
連
市
都
市
総
体
企
画
」
及
び
「
大
連
市
老
工
業
基
地
振
興
綱
要
」
に
よ
る
と
、
大
連
は
「
北
東
ア
ジ
ア
の
重
要
な
国
際
運
輸

セ
ン
タ
ー
」、
及
び
四
つ
の
基
地

石
化
産
業
基
地
、
Ｉ
Ｔ
産
業
基
地
、
先
進
設
備
の
製
造
業
基
地
、
造
船
基
地
）を
目
標
と
し
て

33
）

い
る
。

現
在
、
大
連
市
は
「
西
拓
北
進
」
と
い
う
方
針
の
下
で
、
市
部
を
西
は
旅
順
ま
で
拓
き
、
北
は
金
州
区
へ
拡
張
し
、「
両
城
三
星
」
と

い
う
局
面
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。「
両
城
」
と
は
、
大
連
市
主
要
市
部
及
び
新
市
部
を
指
し
、「
三
星
」
と
は
普
蘭
店
市
、
瓦
房
店

市
、
庄
河
市
と
い
う
三
つ
の
市
を
指
す
。

上
述
の
都
市
計
画
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
五
年
六
月
に
大
連
市
発
展
及
び
改
革
委
員
会
、
大
連
市
建
設
管
理
局
な
ど
四
部
門
が
共
同

で
出
し
た
報

34
）

告
書
に
よ
る
と
、
今
後
大
連
市
で
は
都
市
部
の
拡
大
及
び
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
発
生
す
る
生
活
ご
み
の
量
も
質
も
大

き
く
変
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
）

生
活
ご
み
排
出
量
の
増
加
傾
向

一
般
的
に
い
え
ば
、
経
済
の
発
展
及
び
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
っ
て
、
ご
み
の
排
出
量
が
増
え
る
現
象
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

し
か
し
日
本
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
た
め
ご
み
の
排
出
量
が
横
ば
い
傾
向
に

35
）

あ
る
。
中
国
で
は
ご
み
の
排
出
量

は
都
市
地
理
、
自
然
条
件
、
経
済
の
発
展
、
住
民
消
費
水
準
、
生
活
習
慣
及
び
燃
料
構
造
な
ど
様
々
な
要
因
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、

上
海
、
南
京
、
武
漢
な
ど
大
都
市
で
は
、
一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
が
七
五
〇
〜
一
五
〇
〇
グ
ラ
ム
の
間
に
あ
る
と
報
告

さ

36
）

れ
た
。
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近
年
、
大
連
市
主
要
市
部
で
は
生
活
ご
み
の
一
人
当
り
の
排
出
量
の
経
年
変
化
は
横
這
い
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
西
拓

北
進
」
の
下
で
「
十
一
五
」
期
間
に
生
活
ご
み
の
排
出
量
の
増
加
率
は
平
均
し
て
年
七
・
一

37
）

四
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

二
）

生
活
ご
み
の
組
成
の
変
化

一
九
九
七
年
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
四
年
に
行
わ
れ
た
大
連
市
の
生
活
ご
み
組
成
に
関
す
る
調
査
か
ら
、
以
下
の
結
論
を
導
き

出
せ
る
。
都
市
経
済
の
発
展
及
び
生
活
レ
ベ
ル
の
改
善
に
伴
っ
て
、
生
活
ご
み
の
量
が
増
加
す
る
一
方
、
質
の
変
化
も
起
こ
る
。
つ

ま
り
、「
浄
菜

38
）

上
市
」
な
ど
の
対
策
に
よ
り
生
ご
み
を
中
心
と
す
る
有
機
物
の
含
量
が
下
降
す
る
と
い
う
傾
向
が
現
れ
る
と
同
時
に
、

住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
容
器
包
装
廃
棄
物
の
利
用
増
加
や
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ゴ
ム
、
ガ
ラ
ス
及
び
繊
維
な
ど

の
廃
棄
物
は
増
加
す
る
。
市
部
の
拡
大
に
よ
り
レ
ン
ガ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
残
渣
の
排
出
量
も
増
加
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
主

要
市
部
で
は
都
市
ガ
ス
及
び
集
中
暖
房
化
の
普
及
に
よ
り
石
炭
の
燃
え
カ
ス
等
の
無
機
物
質
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
生
活
ご
み
の
分
別

収
集
を
推
進
す
る
と
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
、
有
機
物
質
の
含
量
が
さ
ら
に
減
少
す
る
一
方
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ゴ
ム
、
繊
維
な
ど

は
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

三
）

対
策

｜
｜
ご
み
処
理
の
有
料
化

大
連
市
で
は
増
え
続
け
る
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
が
一
つ
の
対
策
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。

◯一

料
金
シ
ス
テ
ム
の
設
定
及
び
財
政
へ
の
影
響

二
〇
〇
五
年
一
一
月
一

39
）

五
日
に
、
大
連
市
人
民
代
表
大
会
、
大
連
市
政
治
協
商
会
議
、
専
門
家
、
学
識
者
、
消
費
者
、
関
連
部
門

及
び
企
業
の
代
表
を
集
め
て
、
ご
み
有
料
化
に
関
す
る
公

40
）

聴
会
が
行
わ
れ
た
。
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こ
の
公
聴
会
で
は
ご
み
処
理
の
際
に
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、「
汚
染
者
負
担
の
原
則
」に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
合

理
的
で
あ
る
と
意
見
が
一
致
し
た
。
た
だ
し
低
収
入
や
生
活
保
護
を
受
け
る
家
庭
に
対
し
て
は
免
除
ま
た
は
あ
る
程
度
の
優
遇
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

今
後
、
徴
収
さ
れ
る
手
数
料
は
生
活
ご
み
の
収
集
・
運
搬
、
施
設
の
建
設
や
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用
に
充
て

ら
れ
、
つ
ま
り
こ
の
手
数
料
は
一
般
会
計
と
別
に
立
て
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
ご
み
処
理
の
事
業
費
は
政
府
、
企
業

（
単
位
）、
住
民
が
三
者
共
同
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
主
要
市
部
で
は
世
帯
は
人
口
と
関
係
な
く
一
律
に
六
元
╱
月
と
い
う
定
額

制
で
、
機
関
、
団
体
及
び
事
業
所
は
人
頭
割
り
で
一
・
五
〜
三
・
五
元
╱
月
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
は
経
営
面
積
に
よ
り
〇
・
五
〜
四

元
╱
㎡
と
い
う
よ
う
に
暫
定
的
に
決
定
さ
れ
た
。
ご
み
有
料
化
が
開
始
し
た
後
、
費
用
の
二
重
徴
収
を
避
け
る
た
め
従
来
の
衛
生
費

二
元
╱
月
）及
び
他
の
清
掃
費
用
（
主
に
事
業
所
を
対
象
に
す
る
）
の
徴
収
は
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
し
ご
み
有
料
化
に
取
組
む
な
ら
ば
、
市
の
財
政
及
び
住
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ぶ
か
。
住
民
世
帯
数
か
ら
そ
の
一

端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
〇
五
年
の
環
衛
処
の
統
計
に
よ
る
と
、
主
要
市
部
で
は
環
衛
処
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
世
帯

は
約
六
三
万
で
、
月
六
元
の
処
理
手
数
料
を
徴
収
す
れ
ば
、
市
政
府
は
毎
年
四
五
八
五
万
元
の
収
入
増
を
期
待
で
き
る
。
一
方
、
今

後
甘
井
子
区
拉
樹
房
西
側
に
建
て
ら
れ
る
焼
却
工
場
に
は
約
七
・
五
億
元
が
か
か
る
。
焼
却
場
の
耐
用
年
数
を
三
十
年
と
し
た
単
純

な
計
算
で
は
、
ご
み
処
理
の
手
数
料
の
総
収
入
は
総
コ
ス
ト
の
十
八
・
三
％
に
当
た
る
。
一
方
、
二
〇
〇
五
年
度
、
都
市
住
民
一
人

当
た
り
の
年
可
処
分
所
得
は
一
三
三
五
〇
元
で
、
三
人
家
族
の
世
帯
を
例
に
と
る
と
、
六
元
と
い
う
手
数
料
は
月
当
り
の
可
処
分
所

得
の
〇
・
一
七
％
に
相
当
し
、
日
野
市
（
一
世
帯
月
当
り
約
五
〇
〇
円
）
の
場
合
、
世
帯
当
り
平
均
消
費
支
出
の
約
〇
・
一
八
％
と

同
程
度
で

41
）

あ
る
。
日
野
市
で
は
日
本
の
他
の
自
治
体
よ
り
ご
み
処
理
の
手
数
料
は
高
い
水
準
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の

減
量
化
が
達
成
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て

42
）

い
る
。
大
連
市
で
は
徴
収
さ
れ
る
ご
み
手
数
料
の
割
合
は
大
体
日
野
市
と
同
じ
で
あ
る
が
、
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実
収
入
を
考
え
る
と
、
大
連
市
で
は
住
民
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
が
こ
れ
ら
の
負
担

に
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
高
額
の
手
数
料
の
徴
収
に
伴
っ
て
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
不
法
投
棄
を
ど
の
よ
う
に
防
止
す
る
か
、
な
ど
の

問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
が
行
政
側
に
問
わ
れ
る
。

◯三

ハ
ル
ビ
ン
市
と
の
比
較

他
の
中
国
都
市

ハ
ル
ビ
ン
）で
は
、
ご
み
有
料
化
が
実
施
さ
れ
て
い
て
も
手
数
料
の
徴
収
率
は
極
め
て
低
い
。
ハ
ル
ビ
ン
市
で
は

二
〇
〇
三
年
か
ら
ご
み
処
理
の
有
料
化
が
導
入
さ
れ
た
が
、
徴
収
シ
ス
テ
ム
は
大
連
市
と
違
っ
て
、
世
帯
ご
と
に
料
金
を
徴
収
す
る

こ
と
が
現
時
点
で
不
可
能
で
あ
る
た
め
、有
職
者
の
人
数
を
ベ
ー
ス
に
料
金
シ
ス
テ
ム
が
設
計
さ
れ
た
。一
世
帯
に
つ
き
職
業
を
も
っ

て
い
る
人
は
人
頭
割
り
で
一
・
五
元
╱
月
、
事
務
所
は
二
・
五
元
（
職
員
は
一
元
、
事
務
所
は
一
・
五
元
を
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。）

で
あ
る
。
中
国
の
都
市
で
は
一
人
っ
子
政
策
の
下
で
、
三
人
家
族
が
最
も
多
い
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
と
、
ハ
ル
ビ
ン
市
で
は
世
帯

ご
と
負
担
す
る
手
数
料
は
平
均
し
て
約
三
元
と
な
り
、
料
金
設
定
の
標
準
は
大
連
市
（
六
元
╱
月
）
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
一
方
、
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
、
ハ
ル
ビ
ン
市
で
は
一
律
二
・
五
元
╱
月
を
課
す
の
に
対
し
て
、
大
連
市
の
「
従
業
員
の

人
数
に
よ
り
一
・
五
〜
三
・
五
元
╱
月
」
と
い
う
設
定
は
よ
り
柔
軟
性
を
持
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
し
か
も
ハ
ル
ビ
ン
市
の
場

合
、
事
業
系
ご
み
の
手
数
料
に
は
職
員
も
一
元
を
負
担
す
る
た
め
、
家
庭
系
ご
み
の
手
数
料
一
・
五
元
を
加
え
る
と
、
平
均
し
て
月

に
五
元
の
手
数
料
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る
家
族
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
負
担
す
る
手
数

料
も
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
連
市
で
は
世
帯
人
口
と
関
係
な
く
、
一
律
六
元
を
徴
収
す
る
こ
と
は
ハ
ル
ビ
ン
市

よ
り
性
格
が
や
や
硬
直
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
ハ
ル
ビ
ン
市
で
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
ご
み
処
理
の
有
料
化
が
開
始
さ
れ
た
が
、
二

〇
〇
六
年
ま
で
の
四
年
間
の
徴
収
率
は
、
平
均
し
て
四
〇
％
程
度
に
留
ま
っ
て

43
）

い
る
。
ご
み
手
数
料
の
徴
収
率
の
低
迷
は
ハ
ル
ビ
ン

市
だ
け
で
は
な
く
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
を
導
入
し
て
い
る
他
の

44
）

都
市
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
参
考
に
し
て
、
大
連
市
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で
は
手
数
料
の
徴
収
を
確
保
す
る
た
め
、
ご
み
の
手
数
料
を
水
道
代
や
電
気
代
な
ど
と
一
緒
に
一
枚
カ
ー
ド

一

式
）で
共
同
徴
収

す
る
シ
ス
テ
ム
が
設
計
さ

45
）

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
公
聴
会
が
開
か
れ
て
か
ら
、
一
年
半
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
大
連
市
で
は
ご
み
処

理
の
有
料
化
を
何
時
実
施
す
る
か
、
現
時
点
に
至
っ
て
も
目
処
が
立
っ
て
い

46
）

な
い
。

◯三

日
本
自
治
体
と
の
相
違
点

大
連
市
で
の
ご
み
有
料
化
は
日
本
の
自
治
体
と
比
較
し
て
二
つ
の
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
。

ま
ず
は
導
入
の
目
的
で
あ
る
。
日
本
の
自
治
体
で
は
ご
み
の
有
料
化
を
導
入
す
る
に
当
っ
て
は
ご
み
の
減
量
化
や
、
負
担
の
公
平

化
な
ど
を
図
る
こ
と
に
主
要
な
目
的
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
大
連
市
の
場
合
で
は
ご
み
の
分
別
収
集
が
普
及
し
な
い
現
状
を
抱

え
て
い
る
た
め
、
減
量
化
よ
り
財
政
難
の
問
題
へ
の
解
決
が
先
行
し
て
い
る
と
言
え
る
。

二
つ
目
は
導
入
方
式
で
あ
る
。
日
本
の
自
治
体
で
は
定
額
制
で
は
な
く
、
従
量
制
に
基
づ
く
指
定
袋
制
と
い
う
形
で
有
料
化
を
実

施
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
多
摩
二
六
自
治
体
の
う
ち
で
ご
み
の
有
料
化
に
取
組
ん
で
い
る
一
五
自
治
体
で
は
全
て
指

定
袋
方
式
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
指
定
袋
制
は
定
額
制
よ
り
ご
み
の
減
量
化
に
効
果
が
大
き
い
と
も
指
摘
さ
れ
て

47
）

い
る
。
し
か

し
、
ご
み
問
題
を
解
決
す
る
に
当
た
っ
て
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
や
焼
却
処
理
等
を
導
入
す
る
と
し
て
も
地
域
特
徴
を
看
過
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
日
本
の
都
市
で
は
実
施
で
き
た
対
策
が
、
分
別
収
集
が
普

及
し
て
い
な
い
大
連
市
に
必
ず
し
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

五

結
論

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
大
連
市
に
お
け
る
生
活
ご
み
処
理
は
埋
立
法
を
中
心
と
し
て
、
ご
み
分
別
が
普
及
し
な
い
初
期
段
階
に
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あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
現
状
と
し
て
処
理
シ
ス
テ
ム
が
未
整
備
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
化
の
展
開
及
び

人
口
の
増
加
に
よ
り
ご
み
の
排
出
量
が
毎
年
増
え
続
け
て
い
る
。
既
存
の
処
理
シ
ス
テ
ム
は
現
状
に
対
応
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ご
み
の
焼
却
処
理
や
処
理
の
有
料
化
な
ど
を
講
じ
る
こ
と
が
必
至
と
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

単
に
ご
み
有
料
化
や
事
業
の
民
営
化
及
び
焼
却
処
理
な
ど
に
依
存
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
生
ご
み
が
多

い
と
い
う
組
成
特
徴
に
照
ら
し
て
も
、
ご
み
分
別
収
集
な
ど
基
本
的
な
対
策
を
取
ら
ず
に
、
突
然
こ
う
し
た
政
策
を
実
行
す
る
の
は

き
わ
め
て
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
に
比
べ
て
、
焼
却
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
日
本
に
お
い
て
も
、
各
自
治
体
に
と
っ
て
依
然
と
し

て
ご
み
処
理
は
悩
み
の
種
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
都
市
の
生
活
ご
み
の
処
理
策
を
整
備
す
る
に
は
、
都
市
の
生
活
ご
み
の

性
格
に
即
し
た
制
度
設
計
や
、
住
民
に
対
し
て
の
環
境
教
育
な
ど
が
優
先
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
新
の
環
境
保
護
意
識

48
）

調
査
に
よ
れ
ば
、「
ご
み
分
別
収
集
」
に
対
す
る
都
市
住
民
の
認
知
度
は
高
い
「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」、
八
六
・
八
％
）
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
数
値
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
ご
み
の
分
別
収
集
を
め
ぐ
っ
て
住
民
と
の
間
で
合
意
形
成
を
達
成
し
や

す
い
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
焼
却
炉
の
建
設
や
維
持
な
ど
に
は
莫
大
な
財
政
支
出
が
必
要
と
な
り
、
財
政
難
を
抱
え
て
い
る
地
方
政
府
は
一
層
窮
境
に

陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
責
任
を
住
民
へ
転
嫁
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ご
み
の
組
成
か
ら
見
て
も
、

水
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
焼
却
処
理
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ご
み
処
理
に
お
い
て
は
先
進
国
で
の
流
行
に

乗
る
よ
り
も
む
し
ろ
地
味
な
政
策
を
講
じ
る
ほ
う
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ご
み
分
別
を
徹
底
的
に
実
施
し
た
り
、
労
働
力

が
安
価
で
あ
る
と
い
う
条
件
を
活
用
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
振
興
し
た
り
、
さ
ら
に
は
容
器
包
装
廃
棄
物
が
ま
だ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
段
階
で
Ｅ
Ｐ
Ｒ

拡
大
生
産
者
責
任
制
度
）の
よ
う
な
対
策
を
導
入
す
る
こ
と
が
、
よ
り
中
国
都
市
の
現
状
に
ふ
さ
わ
し
い
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と
考
え
ら
れ
る
。

１
）

新
華
ネ
ッ
ト
、
二
〇
〇
六
年
八
月
一
七
日
。

２
）

黄
興
華
・
張
益
等
「
城
市
生
活

総
合
処
理
模
式
的
研
究
」（「
都
市
生
活
ご
み
総
合
処
理
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
研
究
」）『
上
海
建

設
科
技
』、
二
〇
〇
五
年
、
第
二
期
、
三
〇
〜
三
六
頁
、
王
建
明「
我
国
城
市
生
活

現
状
的
実
証
分
析
」（「
我
国
の
都
市
生
活
ご
み

現
状
へ
の
実
証
分
析
」）『
当
代
経
済
』
二
〇
〇
六
年
第
一
〇
期
、
二
二
〜
二
四
頁
。

３
）

松
田
晋
太
郎
・
王
克
軍
等
「
中
国
上
海
市
の
廃
棄
物
処
理
・
処
分
の
現
状
と
課
題
」『
都
市
清
掃
』、
第
五
七
巻
、
第
二
五
八
号
、
二

〇
〇
四
年
、
七
三
〜
八
一
頁
。

４
）

全
浩
「
中
国
に
お
け
る
廃
棄
物
問
題
の
現
状
と
展
望
」『
資
源
環
境
政
策
』、
第
三
九
巻
、
第
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
五
〜
一
一

一
頁
。

５
）

国
内
で
は
第
一
回
「
国
家
衛
生
都
市
」、「
国
家
環
境
保
護
モ
デ
ル
地
区
」、「
中
国
優
秀
観
光
都
市
」
及
び
二
〇
〇
一
年
度
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
五
百
賞
」
に
入
賞
し
て
、
数
多
く
の
名
誉
が
与
え
ら
れ
る
。

６
）

何
徳
文
・
柴
立
元
・
張
伝
福
「
国
内
大
中
城
市
生
活
分
類
収
集
実
施
法
案
」（「
国
内
大
中
都
市
の
生
活
ご
み
分
別
収
集
実
施
法
案
」）

『
都
市
環
境
与
都
市
生
活
』、
二
〇
〇
三
年
二
月
第
一
六
巻
一
期
、
六
四
頁
。

７
）

中
国
の
行
政
区
画
の
呼
称
は
日
本
と
異
な
り
、
ト
ッ
プ
か
ら
数
え
れ
ば
中
央
政
府
、
省

直
轄
市
・
直
轄
区
）、
市
、
県
、
郷
、
村
で
、

但
し
、
県
の
レ
ベ
ル
で
も
市
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
大
連
市
の
普
蘭
店
市
は
、
行
政
単
位
と
し
て
県
レ
ベ
ル
に
当
た
る
が
、

市
と
呼
ぶ
。

８
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
主
要
市
部

中
山
区
・
西
岡
区
・
沙
河
口
区
・
甘
井
子
区
）・
新
市
部
・
旅
順
口
区
及
び
金
州
区
が
含
ま
れ
、
Ｂ
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ブ
ロ
ッ
ク
に
は
瓦
房
店
市
・
普
蘭
店
市
・
庄
河
市
及
び
長
海
県
と
い
う
地
域
が
含
ま
れ
る
。

９
）

こ
こ
で
は
示
し
た
デ
ー
タ
は
大
連
市
の
都
市
部
及
び
農
村
部
の
面
積
及
び
人
口
の
合
計
で
あ
る
。

10
）

日
本
で
は
建
設
廃
棄
物
は
産
業
廃
棄
物
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

一
九
七
〇
年
一
二
月
二

五
日
）
第
二
条
で
は
、「
廃
棄
物
」
を
「
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
燃
え
殻
、
汚
泥
、
ふ
ん
尿
、
廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
動
物
の
死
体

そ
の
他
の
汚
物
又
は
不
用
物
で
あ
っ
て
、
固
形
状
ま
た
は
液
状
の
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。

11
）

『
大
連
晩
報
』
二
〇
〇
六
年
五
月
二
日
。

12
）

二
〇
〇
二
年
八
月
二
二
日
〜
二
四
日
に
全
国
都
市
汚
水
や
ご
み
処
理
及
び
環
境
基
礎
施
設
の
建
設
工
作
会
議
に
お
け
る
建
設
部
副
部

長
仇
保
興
の
講
話
に
よ
る
。

13
）

こ
こ
で
の
五
六
六
七
人
職
員
は
主
に
主
要
市
部
及
び
旅
順
口
区
の
環
境
衛
生
従
業
員
の
人
数
を
指
す
。
三
九
〇
人
は
、
二
〇
〇
四
年

度
現
在
、

主
要
市
部
二
〇
八
万
人
＋
旅
順
口
区
一
三
万
人
）÷
五
六
六
七
人
と
い
う
等
式
か
ら
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

14
）

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
大
連
市
環
衛
処
Ｌ
課
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

15
）

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
大
連
市
環
衛
処
Ｌ
課
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

16
）

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
大
連
市
環
衛
処
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

17
）

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
大
連
市
環
衛
処
Ｌ
課
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

18
）

ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
は
、S

ca
v
en
g
er

（
廃
品
回
収
業
者
、
掃
除
夫
、
掃
除
屋
を
さ
す
。

19
）

二
〇
〇
七
年
九
月
二
二
日
に
、
連
市
の
環
衛
処
へ
の
聞
き
取
り
調
査
。

20
）

脚
注
一
七
に
同
じ
。

21
）

張
悦
「
都
市
生
活
ご
み
処
理
新
思
路
」、『
環
境
衛
生
工
程
』、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
。
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22
）

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
大
連
市
環
衛
処
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

23
）

二
〇
〇
五
年
一
二
月
三
日
大
連
市
環
衛
処
職
員
Ｘ
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
確
認
し
た
。

24
）

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
大
連
市
環
衛
処
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

25
）

張
益
「
我
国
都
市
生
活
ご
み
焼
却
処
理
概
術
」
二
〇
〇
七
年
八
月
九
日
、
中
国
固
体
廃
棄
物
ネ
ッ
ト
論
壇
。

26
）

二
〇
〇
五
年
中
国
建
設
部
統
計
年
報
。

27
）

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
大
連
市
環
衛
処
Ｌ
課
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

28
）

二
〇
〇
七
年
七
月
五
日
大
連
市
環
衛
処
Ｘ
氏
へ
の
電
話
聞
き
取
り
調
査
。

29
）

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
大
連
市
環
衛
処
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。

30
）

二
〇
〇
七
年
七
月
五
日
環
衛
処
Ｘ
氏
へ
の
電
話
聞
き
取
り
調
査
。

31
）

大
連
市
発
展
と
改
革
委
員
会
、
大
連
市
都
市
建
設
委
員
会
等
「
大
連
市
『
十
一
五
』
都
市
生
活
ご
み
無
害
化
処
理
施
設
建
設
規
劃
（
二

〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
年
）」、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
一
三
頁
。

32
）

『
大
連
日
報
』、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
九
日
。

33
）

大
連
市
発
展
と
改
革
委
員
会
、
大
連
市
都
市
建
設
委
員
会
等
「
大
連
市
『
十
一
五
』
都
市
生
活
ご
み
無
害
化
処
理
施
設
建
設
規
劃
（
二

〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
年
）」、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
一
五
頁
。

34
）

大
連
市
発
展
と
改
革
委
員
会
、
大
連
市
都
市
建
設
委
員
会
等
「
大
連
市
『
十
一
五
』
都
市
生
活
ご
み
無
害
化
処
理
施
設
建
設
規
劃
（
二

〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
年
）」、
二
〇
〇
五
年
六
月
。

35
）

環
境
省
編
『
循
環
型
社
会
白
書
』

平
成
一
七
年
版
）、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
四
頁
。

36
）

大
連
市
発
展
と
改
革
委
員
会
、
大
連
市
都
市
建
設
委
員
会
等
「
大
連
市
『
十
一
五
』
都
市
生
活
ご
み
無
害
化
処
理
施
設
建
設
規
劃
（
二
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〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
年
）」、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
一
六
頁
。

37
）

大
連
市
発
展
と
改
革
委
員
会
、
大
連
市
都
市
建
設
委
員
会
等
「
大
連
市
『
十
一
五
』
都
市
生
活
ご
み
無
害
化
処
理
施
設
建
設
規
劃
（
二

〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
年
）」、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
一
五
〜
一
六
頁
参
照
、
筆
者
計
算
。

38
）

「
浄
菜
上
市
」
と
は
、
野
菜
の
不
可
食
部
分
が
生
産
地
で
除
去
さ
れ
、
可
食
部
分
だ
け
が
市
場
に
出
回
る
こ
と
を
指
す
。

39
）

『
大
連
晩
報
』、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
八
日
。

40
）

た
だ
、
公
聴
会
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
行
政
サ
イ
ド
か
ら
事
前
に
選
ば
れ
た
可
能
性
が
高
い
た
め
、
市
民
の
意
見
が
ど
の
程
度
ま

で
反
映
さ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
が
残
る
。（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
三
日
環
衛
処
Ｘ
氏
へ
の
電
話
聞
き
取
り
調
査
）。

41
）

拙
稿
「
日
本
城
市
推
行
生
活

收

化
政
策

程
及

量
分
析
｜
｜
日
野
模
式
」（「
日
本
都
市
に
お
け
る
生
活
ご
み
の
処
理
有
料

化
の
政
策
実
施
プ
ロ
セ
ス
及
び
減
量
効
果
へ
の
分
析
｜
｜
日
野
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
考
察
」）、『
環
境
衛
生
工
程
』、
二
〇
〇
七
年
一
〇

月
号
。

42
）

山
谷
修
作
・
篠
木
昭
夫
『
実
践
・
家
庭
ご
み
有
料
化
｜
制
度
設
計
と
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
』、
環
境
産
業
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
、

五
二
頁
。

43
）

『
解
放
日
報
』
二
〇
〇
七
年
六
月
一
四
日
、
第
六
版
。

44
）

北
京
市
市
政
管
理
委
員
会
副
主
任
梁
広
生
は
北
京
市
で
は
徴
収
ル
ー
ト
が
欠
け
る
た
め
の
手
数
料
の
徴
収
率
が
一
〇
％
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。『
北
京
娯
楽
信
報
』
二
〇
〇
三
年
六
月
三
〇
日
。

45
）

『
大
連
晩
報
』、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
八
日
。

46
）

行
政
は
物
価
が
上
が
る
一
方
の
下
で
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
を
実
施
す
れ
ば
住
民
か
ら
の
反
発
が
大
き
い
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ

る
た
め
、
実
施
時
間
を
延
長
し
た
。
環
衛
処
Ｘ
氏
へ
の
電
話
聞
き
取
り
調
査
、
二
〇
〇
七
年
七
月
五
日
。
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47
）

山
谷
修
作
・
篠
木
昭
夫
『
実
践
・
家
庭
ご
み
有
料
化
｜
制
度
設
計
と
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
』、
環
境
産
業
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
、

五
頁
。

48
）

二
〇
〇
六
年
一
月
五
日
｜
二
三
日
の
間
に
中
国
社
会
科
学
院
は
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
宣
教
委
託
を
受
け
て
行
な
っ
た
調
査
に
よ
る
。

﹇
二
〇
〇
八
年
五
月
十
九
日
の
審
査
を
経
て
、
同
年
五
月
十
九
日
掲
載
決
定
﹈

（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

要
旨

中
国
の
生
活
ご
み
処
理
の
現
状
と
ご
み
処
理
有
料
化
政
策

｜
遼
寧
省
・
大
連
市
を
事
例
に
｜

尹
秀
麗

本
論
文
で
は
、
大
連
市
の
行
政
区
域
を
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
と
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
要
市
部
を
中
心
に
、
生
活
ご

み
の
処
理
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
政
策
や
ご
み
の
焼
却
処
理
を
導
入
す
る
是
非
を
検
討
し
た
。
大
連
市
で
は
生

活
ご
み
の
処
理
は
埋
立
法
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
ご
み
に
は
生
ご
み
や
埋
立
ご
み

無
機
物
質
）は
大
半
を
占
め
て
い
る

た
め
、「
高
水
分
・
低
カ
ロ
リ
ー
」
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
ご
み
分
別
が
普
及
し
な
い
た
め
、
資
源
物
の
混
入
率
が
高
く
、
地

域
ご
と
に
ご
み
組
成
の
相
異
が
存
在
し
て
い
る
。
ご
み
処
理
の
有
料
化
を
、
ハ
ル
ビ
ン
市
及
び
日
本
の
日
野
市
と
の
比
較
を
通
し
て

考
察
し
た
。
大
連
市
で
は
ご
み
処
理
有
料
化
の
導
入
は
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
と
い
う
よ
り
は
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
住

民
負
担
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
連
市
の
現
状
で
は
、
ご
み
の
焼
却
処
理
や
ご
み
処
理
の
有
料
化
を
安
易
に
導
入
す
る
よ
り
も
、

ご
み
分
別
の
徹
底
、
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
回
収
な
ど
を
優
先
し
て
実
施
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
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